
アンケート結果（自由記述） 
 
①バイトや生活面の不安 
（赤字：重要だと感じた箇所） 
 
・自分もアルバイトが無くなり親の仕事も減った。学費を多少は援助してもらっているので不安。 
・収入が一切なくなった。教科書代や生活費が不安 
・バイトが無くなり、生活費などの用意が不十分になってしまった 
・どちらも会社都合のため給料は保証してくれるらしいですが、いつまで続くか不安です。 
・学費の支払いは今のところ問題ないが、どれくらい期間が長引くかによる。 
・アルバイトが無くなり収入が完全に０になった 
・今のような状況がいつまで続くのか、今後の不安が大きいです。 
・生活費が心配。後期の授業料は払えないかもしれない。 
・休業になるとなると学費の支払いが困難になる可能性がある 
・収入が一気に減ってしまっています。なので、学費や家賃または生活費などに凄く不安 
・留学生として仕送りがなく家賃も払わないといけないし、これ以上減ると本当に死活問題 
・学費は払えたが、日々の生活資金に不安がある。 
・収入がなくなったため、携帯代等の支払いが追いつくのか心配です。 
・実家からの仕送りも減らさざるを得ず、収入源が激減。 
・生活費に不安を感じる 
・人手も足りないため出勤せざるをえず、コロナにかかるのではないか不安。 
・バイトが減り、インターンのためのお金が稼げるか不安。 
・仕送りなしで家賃光熱費授業料すべてバイトと奨学金で賄っていたが、バイト先が休業になっ

た。 
・一人暮らしの生計を立てるのにアルバイトを早急に始めたいが、採用されてもシフトを入れても

らえない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② オンライン授業に対する不安、意見 



（⭐️：多かった声 /赤字：アクションや感じたこと） 
 
 ⭕️ 学生間で解決できそう/K-commuがアクションを起こせそうなこと 
⭐️ zoom等で集団授業行った場合他の雑音が聞こえてしまうこと。 
⭐️ アプリやパソコンを上手く使いこなせるか 
⭐️ なんのアプリやソフトを使って行うのか。またそのためにはどういった準備が必要なのか。 
 ⭐️ 授業によって受け方がちがう(ツールや課題提出方法など) 
 ... 使い方講座(リモートで画面操作指導や、お試しzoom講座など) 
 ⭐️ 情報の漏れがないか、ユニパやメールなどの見落とし 
⭐️ 前例がないことへの手探りという不安 
 ・だらしない性格なので、自宅で受けるとなると大学の授業を受けるという実感が湧かず、寝坊し
たり課題の提出も疎かになったりしてしまいそう。授業もぐだぐだしそう。 
…これ結構K-commu の力の見せ所かなと思う。大学に行かなくても大学生を感じられるようなコ
ンテンツを提供できないか 
・他の学生の様子がわからない 
・わからないことを相談できる人がいない 
 ・受講環境(家庭内や立地など)がよくない。集中できない。 
 ・教科ごとにどのアプリを使い、いつから始まるのか明確に分かりやすく情報をユニパなどに示 
して欲しい。 
 ・新一年生への対応が心配。コンピュータリテラシーを履修していないとactiveメールについて知
ることができない。 
 ・課題提出を中心に授業を行なっていくなら、教育用SNSのEdomodoが使いやすい 
 
⭕️ 学生室に相談すること 
⭐️ サーバーがダウンしまうこと。通信の不具合。映像や音声の乱れ。その場合の対処。 (wi-fi環
境が整っていないから特に不安) 
⭐️ プリンターがないので授業資料が印刷できない。コンビニで印刷する手間、料金 
・wi-fiの月々の通信量に制限がある ・大学からコロナ対策やそれに伴う対応に関する詳しい連
絡がない。 
・学費について 
 ・図書館が使えないので不便。卒論執筆や、アカデミックな内容の調査ができない。 
 ・すべての先生のユニパ情報掲載について、メール等で通知がくるようにしてほしい。  先生に
よってばらつきがある ・過去に受講済みの講義をもう一度聞きたい。単位取得済みのため履修
登録はしていないので連 絡がこない。どのように受講したらいいか。 
 ・遠隔授業に関する質問を学生室にメールで送りたい  
  ... 学生室は対応しきれないので、K-commuが質問を受付けたい 
 
⭕️ 教授に相談すること 



⭐️ 課題の提出方法など。提出資料がきちんと提出出来ているか判断できるか。 
・グループワークがなくなる。一方通行の抗議が予想される。議論が盛り上がるか不安。  ・見通
しが立たないなかでの卒業研究。 
⭐️ 出席点の付け方  
... 明確にしてくださっている教授も。こちらで教授に伺ってサイトにまとめ るのもあり? 
・授業のクオリティが落ちるのではないか 
⭐️ 通信トラブル等で抗議に参加できなかったときのアフターケア 
⭐️ オンラインツールを教授陣で統一してほしい 
 ... これは難しいんじゃないか ・試験の実施方法の明確化 
・余裕を持って授業の連絡をしてほしい。  
・macなので、Office(excel等)がなくて不安。授業で使うことはあるか。 
・資料の配布を早めにしてほしい。印刷に行く手間があるため。 
 ・よく理解できなかった時、授業終了後相談できない 
 ... オフィスアワーを設けている先生も  
・レポート課題提出による遠隔講義は、大学の授業とは言えない。  
・リアルタイムとアーカイブの公開双方を希望。  
・非常勤の先生はオフィスアワーを設けていないので、質問をする機会がない。 
 
⭕️ その他  
・オンラインでは1日(1限から5限まで)講義を受け続けることに無理がある(集中力が続かない、
ブルーライトによる眼精疲労)と考えられること。  
・グループワークを会ったことのない人とする不安。アプリのセキュリティはしっかりしている か。 
 ・後期になって対面講義が可能になったとしても、前期でオンラインのメリットが見つかれば残 し
てほしい(レポートは全部オンライン提出にするとか、印刷代や手間が省けるので) 
 
⭕️ 感動した生徒さんの声「このご時世で学生の為に積極的に動いてくれてありがとう!」 
「実際にやってみないとわからないこともたくさんあると思うので、難しいとは思いますが、1日 で
も早くオンライン講義を始めるべきだと思います。誰も予想していなかった、初めてのことなの 
で、慣れておらず、オンライン講義がうまく行えないのは当然のことだと思います。実際にやって 
みて、失敗して、修正するを繰り返すしかないと思います。  オンライン講義をより良くしようと努
力してくださっていること、心から感謝いたします。家で ダラダラしている大学生が多い中、オンラ
イン講義の向上のために、時間を割いてくださり、本 当ありがとうございます。私が協力できるこ
とは、このアンケートに回答することぐらいしかな いと思い、意見を書かせていただきました。全く
大したことは書いておりませんが、たった少し でもいいので、お役に立てれば嬉しいです。 
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